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（
納
付
金
の
額
及
び
納
付
金
単
価
を
算
定
す
る
た
め
の
資
料
の
届
出
）

第
十
九
条

法
第
十
二
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

前
年
度
に
お
け
る
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
事
業
所
ご
と
の
法
第
十
六
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
賦
課
金
の
額
に
令
第
二
条
第
三
項
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計

二

前
年
度
の
一
月
か
ら
三
月
ま
で
及
び
当
該
年
度
の
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
に
特
定
契
約
に
基
づ
き
調
達
し

た
設
備
の
区
分
等
ご
と
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
量

三

電
気
事
業
者
が
前
年
度
の
一
月
か
ら
三
月
ま
で
及
び
当
該
年
度
の
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
に
電
気
の
使
用

者
に
供
給
し
た
電
気
の
量

四

回
避
可
能
費
用
単
価
の
算
定
に
必
要
な
資
料

五

前
年
度
に
調
整
機
関
か
ら
交
付
を
受
け
た
交
付
金
の
合
計
額
及
び
調
整
機
関
に
納
付
し
た
納
付
金
の
合
計
額

２

電
気
事
業
者
は
、
法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
年
度
、
前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
様
式
第
八
に
よ
り
当
該
年
度
の
六
月
一
日
ま
で
に
、
前
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
様
式
第
九
に
よ
り
当
該
年
度
の
一
月
末
日
ま
で
に
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災

害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
届
出
の
期

限
を
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
帳
簿
）

第
二
十
条

法
第
十
五
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

電
気
事
業
者
が
調
達
し
た
特
定
契
約
ご
と
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
量

二

電
気
事
業
者
が
電
気
の
使
用
者
に
供
給
し
た
電
気
の
量

２

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
定
契
約
に
基
づ
く
調
達
期
間
が
終
了
す
る

ま
で
の
間
、
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
に
つ
い
て
は
、
記
載
の
日
か
ら
十
年
間
保
存
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
賦
課
金
に
係
る
特
例
の
認
定
の
申
請
）

第
二
十
一
条

法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
は
、
様
式
第
十
に
よ
る
申
請
書
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
認
定
の
申
請
に
係
る
事
業
の
内
容
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
が
記
載
さ
れ
た
書
類

二

前
項
の
申
請
書
に
記
載
す
る
当
該
認
定
の
申
請
に
係
る
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
の
当
該
申
請
に
係
る
電
気
の

使
用
量
（
電
気
事
業
者
か
ら
供
給
を
受
け
た
電
気
の
使
用
量
に
限
る
。）を
証
明
す
る
書
類

三

前
項
の
申
請
書
に
記
載
す
る
当
該
認
定
の
申
請
に
係
る
事
業
に
よ
る
売
上
高
の
額
に
つ
い
て
、公
認
会
計
士（
外

国
公
認
会
計
士
（
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
第
十
六
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
外
国

公
認
会
計
士
を
い
う
。）を
含
む
。）、
監
査
法
人
、
税
理
士
又
は
税
理
士
法
人
の
確
認
を
受
け
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類

３

第
一
項
の
申
請
書
及
び
前
項
の
書
類
の
提
出
部
数
は
、
各
二
通
及
び
そ
の
写
し
二
通
と
す
る
。

４

当
該
認
定
の
申
請
に
係
る
事
業
の
電
気
の
使
用
量
及
び
売
上
高
の
額
は
、
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
の
開
始
の
日
前
に
終
了
し
た
直
近
の
事
業
年
度
に
係
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
認
定
の
申
請
を
行
う
者
が
当
該
直
近
の
事
業
年
度
に
お
い
て
電
気
事
業
法
第
二
十
七
条
に
基
づ
き
電
気
の
使
用

を
制
限
さ
れ
た
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
直
近
の
事
業
年
度
に
係
る
も
の
又
は
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前

年
度
の
開
始
の
日
前
に
終
了
し
た
直
近
の
三
事
業
年
度
に
係
る
も
の
の
一
事
業
年
度
当
た
り
の
平
均
値
の
い
ず
れ
か

大
き
い
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
の
十

一
月
一
日
か
ら
十
一
月
末
日
ま
で
の
間
に
行
う
も
の
と
す
る
。

６

法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
事
業
所
に
係
る
電
気
の
使
用
者
は
、
原
則
と
し
て
同
条
第
三
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
の
二
月
一
日
ま
で
に
当
該
認
定
を
受
け
た
こ
と
を
電
気
事
業
者
に
申
し
出

る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
事
業
所
に
係
る
情
報
の
公
表
）

第
二
十
二
条

法
第
十
七
条
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

当
該
認
定
に
係
る
事
業
の
名
称
及
び
内
容

二

当
該
認
定
に
係
る
事
業
の
電
気
の
使
用
に
係
る
原
単
位
（
当
該
原
単
位
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
当
該
事
業
に
係

る
売
上
高
の
額
を
含
む
。）

２

経
済
産
業
大
臣
は
、
毎
年
度
、
法
第
十
七
条
第
四
項
及
び
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ

の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
賦
課
金
に
係
る
特
例
の
認
定
の
取
消
し
）

第
二
十
三
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
法
第
十
七
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
認
定
を
取
り
消

し
た
と
き
は
、
当
該
認
定
を
取
り
消
し
た
こ
と
に
つ
き
、
速
や
か
に
電
気
事
業
者
に
通
知
す
る
も
の
と
し
、
当
該
通

知
以
降
最
初
に
当
該
電
気
事
業
者
に
よ
り
賦
課
金
の
請
求
が
行
わ
れ
た
時
点
で
、
当
該
事
業
所
に
係
る
法
第
十
七
条

の
賦
課
金
に
係
る
特
例
の
適
用
は
終
了
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

雑
則

（
立
入
検
査
の
証
明
書
）

第
二
十
四
条

法
第
四
十
条
第
一
項
の
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
様
式
第
十
一
に
よ
る
も
の

と
す
る
。

２

法
第
四
十
条
第
二
項
の
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
様
式
第
十
二
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
既
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
を
し
て
い
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
係
る
認
定
の
申
請
）

第
二
条

法
第
六
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
用
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
が
、
法

の
施
行
の
日
に
お
い
て
既
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
を
開
始
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
ま
で
に
当
該
認
定
の
申
請
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
交
付
金
に
係
る
経
過
措
置
）

第
三
条

法
附
則
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
経
済
産
業
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定

を
受
け
た
発
電
と
み
な
さ
れ
た
設
備
に
係
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
最
初
に
行
う
交
付
金
の
算
定
に
用
い
る
電
気
の
量

は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
以
降
に
最
初
に
検
針
等
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
次
の
検
針
等
が
行
わ
れ
た
日
ま
で
の
間

に
係
る
も
の
と
す
る
。

（
回
避
可
能
費
用
に
係
る
経
過
措
置
）

第
四
条

法
の
施
行
の
日
以
後
最
初
に
電
気
事
業
法
第
十
九
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
変
更
し
た
料
金

が
適
用
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
一
般
電
気
事
業
者
に
つ
い
て
の
第
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条

中
「
乗
ず
る
方
法
」
と
あ
る
の
は
、「
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
電
気
事
業
者
の
料
金
に
係
る
原
価
に
含
ま
れ
て
い
る

太
陽
光
発
電
設
備
（
法
第
六
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
設
備
に
限
る
。）に
よ
り
発
電
さ
れ
た
電
気
の
調
達
に
要
す

る
費
用
に
相
当
す
る
額
（
当
該
太
陽
光
発
電
設
備
に
よ
り
発
電
さ
れ
た
電
気
の
調
達
を
し
な
か
っ
た
と
し
た
な
ら
ば

当
該
太
陽
光
発
電
設
備
に
よ
り
発
電
さ
れ
た
電
気
の
量
に
相
当
す
る
量
の
電
気
の
発
電
又
は
調
達
に
要
す
る
こ
と
と

な
る
費
用
に
相
当
す
る
額
を
除
く
。）及
び
当
該
電
気
事
業
者
の
料
金
に
係
る
原
価
に
含
ま
れ
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
要
す
る
費
用
（
法
の
施
行
の
日
前
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
を
開
始
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
（
法
第
六
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
設
備
に
限
る
。）に
係
る
も
の
に
限
り
、
太
陽
光

発
電
設
備
に
よ
り
発
電
さ
れ
た
電
気
に
係
る
も
の
を
除
く
。）に
相
当
す
る
額
（
当
該
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
に
係
る
電
気
の
調
達
を
し
な
か
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
係
る
電
気
の
量
に

相
当
す
る
量
の
電
気
の
発
電
又
は
調
達
に
要
す
る
こ
と
と
な
る
費
用
に
相
当
す
る
額
を
除
く
。）に
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
を
そ
れ
ぞ
れ
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
加
え
る
方
法
」
と
す
る
。

（
納
付
金
に
係
る
経
過
措
置
）

第
五
条

毎
月
一
日
に
検
針
等
を
行
う
契
約
を
締
結
し
て
い
る
電
気
の
使
用
者
に
係
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
最
初
に
行

う
納
付
金
の
算
定
に
用
い
る
特
定
電
気
量
は
、
原
則
と
し
て
平
成
二
十
四
年
八
月
一
日
以
降
に
最
初
に
検
針
等
が
行

わ
れ
た
日
か
ら
次
の
検
針
等
が
行
わ
れ
た
日
ま
で
の
間
に
係
る
も
の
と
す
る
。

（
賦
課
金
に
係
る
特
例
の
経
過
措
置
）

第
六
条

法
附
則
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
同
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
に
お
け
る
第
二
十
一
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
項
中
「
法
第
十
七

条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
の
開
始
の
日
前
に
終
了
し
た
直
近
の
事
業
年
度
」
と

あ
る
の
は
「
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
前
に
終
了
し
た
直
近
の
事
業
年
度
」
と
、「
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
の
適

用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
の
開
始
の
日
前
に
終
了
し
た
直
近
の
三
事
業
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二

十
四
年
一
月
一
日
前
に
終
了
し
た
直
近
の
三
事
業
年
度
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
同
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
の
十
一
月
一
日
か
ら
十
一
月
末
日
ま
で
の
間
に
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
省
令
の
公
布

後
速
や
か
に
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
原
則
と
し
て
同
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年

度
の
二
月
一
日
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
認
定
を
受
け
た
後
速
や
か
に
」
と
す
る
。

�


		2012-06-17T14:45:13+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




